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精神の障害がある方は、一般市民として、病院の敷地内ではなく町の中で暮

らしてほしいと思います。 

 

病気のために家族と一緒に暮らすことができなくなり、心ならずしも精神科

病院で長い入院生活を送られた方々には、退院したら町の中の住まいに住んで

いただき、町の人々に囲まれ、お互いに支えあえる関係のなかで普通の生活が

送れるようになるのが、家族の本当の願いです。 

 

家族は長い歴史の中で、病気と障害による混乱が社会の迷惑にならないよう

に責任を持たされて、対応する方法もなく座敷牢や強制入院などの手段によっ

て辛い状況の中を生き抜いてきました。最近の退院促進の流れの中で、病院の

空き病棟を施設にした住まいに入所させるような対応をしたとしたら、患者さ

んたちはこれからもずっと社会から危険な人たちという偏見の目で見られ、地

域から孤立した生活を続けることになるでしょう。それは家族から見れば本当

に悲しいことであり、心の奥底では、できれば社会から普通の人として受け入

れられることを切に望んでいます。そのためには町の中に住んで、地域の人々

とふれあい本当の姿をありのままに知ってもらうことが何より大切です。 

 

そのような理由で、病棟転換型居住施設の建設には賛成できません。 

 

 


